
日 野 市 大 学 連 携

若
者

市
政

　市では、実践女子学園および明星大学と、それぞれ相互協力・連携に関
する包括協定を締結し、さまざまな分野において連携を図っています。また、
その他の大学においても、地域の課題解決のため、さまざまな取り組みを
行っています。
　今後も、市が抱えるさまざまな課題に対し、学生たちにより、あらゆる角度
からアプローチいただき、若い学生の行動力や発想を、市の活性化に役立て
ていきたいと考えています。広報今号では、各大学との取り組みを紹介します。

問 企画経営課（☎514-8047）

首
都
大
学
東
京・中
央
大
学

実
践
女
子
大
学

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

　
実
践
女
子
大
学
現
代
生
活
学
科

で
は
専
門
教
育
科
目
と
し
て
、
市

の
少
子
高
齢
化
や
地
域
づ
く
り
を

課
題
と
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
３
月
に
開
設
さ
れ

た
東
宮
下
地
区
セ
ン
タ
ー
の
開
所

を
き
っ
か
け
に
、
有
志
の
学
生
が

地
域
の
方
と
交
流
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る
と
い
う

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

月
に
１
回
開
催
さ
れ
る
「
み
ん
な

の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
世
代
と
の
交
流
を
深

め
る
と
共
に
地
域
の
方
か
ら
も
好

評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
職
員
向
け
名
刺
デ
ザ
イ
ン

　
市
職
員
が
使
用
す
る
名
刺
に
つ

い
て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
デ
ザ

イ
ン
を
実
践
女
子
大
学
の
学
生
に

依
頼
を
し
、
生
活
科
学
部
生
活
環

境
学
科
２
年
の
布
田
江
里
奈
さ
ん

の
案
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
花
「
菊
」
や
市
の
鳥
「
カ

ワ
セ
ミ
」
を
さ
り
げ
な
く
配
置
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
も
活
用
で
き

る
新
た
な
名
刺
が
誕
生
し
ま
し
た
。

○
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

　
　
　
　
　利
活
用
推
進

　
首
都
大
学
の
学
生
が
、
市
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
す

る
、
ア
ー
バ
ン
デ
ー
タ
チ
ャ
レ
ン

ジ
日
野
市
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
領
域
に
お
い

て
専
門
家
で
あ
る
教
授
、
ゼ
ミ
生

か
ら
の
ア
プ
リ
実
装
へ
の
助
言
、

支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
実

装
可
能
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
中
央
大
学
杯

　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
中
央
大
学
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
多
摩
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深

め
、
参
加
者
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
や
夢
を
伝
え
、
地
域
か
ら
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
す
る
中
大
杯

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
日
野
市
の
小

中
学
生
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

①
地
域
デ
ザ
イ
ン

　
明
星
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
、

市
を
テ
ー
マ
に
授
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
テ
ー
マ

は
「
市
の
活
性
化
や
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
を
推
進
す
る
た
め
の
、
新
選

組
の
活
用
に
つ
い
て
」。
７
月
に
は

報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
の

い
く
つ
か
が
実
現
化
に
向
け
て
動

き
出
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
に

20
回
目
を
迎
え
る
「
新
選
組
ま
つ

り
」
の
お
も
て
な
し
会
場
の
提
案

や
日
野
駅
周
辺
の
バ
ル
イ
ベ
ン
ト

で
使
用
す
る
店
舗
ご
と
の
ス
タ
ン

プ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
学
生
に
よ

る
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
り

ま
す
。

②
自
転
車
安
全
通
行
啓
発
運
動

　
高
幡
不
動
駅
地
下
道
で
は
、
Ｍ

Ｃ
Ａ
Ｔ
（
明
星
大
学
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
）
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
自
転
車
事
故
防
止
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
す
で
に
10
回
以
上
行
わ
れ
、

大
学
と
地
域
が
連
携
し
て
安
心
安

全
な
通
行
を
呼
び
か
け
て
お
り
、

開
始
当
初
に
比
べ
、
降
車
し
て
通

行
す
る
自
転
車
の
割
り
合
い
が
増

え
て
い
ま
す
。

③
日
野
市
活
性
化

　  

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
提
案

　
平
成
26
・
27
年
度
は
、
鉄
道
事

業
者
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
多
摩

動
物
公
園
駅
周
辺
の
活
性
化
を

テ
ー
マ
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
28
年

度
は
、
高
幡
不
動
駅
周
辺
の
活
性

化
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
市
や
協
力
い
た
だ
い
た
企
業

に
と
っ
て
、
今
後
の
事
業
展
開
の

ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
活

性
化
の
み
な
ら
ず
、
企
業
と
の
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

明
星
大
学

▲▼明星大学①
バルに採用された酒印帳（写真上）、
商品化も期待されるちょうちん
（写真下）など学生デザインが市を
盛り上げています

▲実践女子大学①
　学生のブースには子供から大人まで長蛇の列ができ、大忙しだった

▲実践女子大学②
　名刺をデザインした布田さん

▲明星大学②　MCATのメンバー。
　この他にも市のさまざまな事業に協力いただいています

▲明星大学③
プレゼンには企業や多くの学生が参加

▲中央大学
　小・中学生の健全な育成に寄与

▲首都大学
　市のデータを学生が形にします
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